
特別
企画

「東海三県の地質と地盤」
—最新情報と土木地質的問題点—

まえがき

この特別企画は，中部地質調査業協会に所属する協会
員各社の技術者の協力を得て作成したものです。
中部地質調査業協会は，東海三県（愛知・岐阜・三重）
下に主な事業所をかまえる会員各社で構成されていま
す。協会誌「土と岩」No.59号−創立50周年記念特集号−
を発行するにあたり，協会員はもとより、広く地質・地
盤に関わる技術者の方々にも役に立つものを是非とも掲
載したいとの想いから，既存の資料に最新の情報を取り
入れるとともに，土木地質的問題点も考慮に入れた東海
三県の地質と地盤に関する特集を組むこととし，協会員
各社に所属する技術者の手で作成しようということにな
りました。
作成にあたってのコンセプトは以下のとおりです。
●将来においても役に立つもの
●わかりやすいもの
●発注者や設計土木技術者にも参考になるもの
●この地域がもつ地質的特性を考えて，地質調査業と
して社会貢献できるもの
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東海三県の地域は，北端が標高3,000ｍ級の山脈が発
達する岐阜県飛騨山岳地帯から，岐阜・愛知県にまたが
る濃尾平野を経て，南端は三重県紀伊山地が熊野灘に面
する海岸部に至る，南北約280km，東西約180kmの広
い範囲に及んでいます。また，地質的にも古生代から第
四紀までの多様な地層から構成され，世界的にみても著
しい変動帯に位置することから複雑な地質構造となって
います。さらに，多くの顕著な活断層がこの地域に集中
していることもあり，脆弱な地質と急峻な山地は，「防
災」の面からも多くの土木地質的問題点を抱えています。
本文は，「地質編」と「地盤編」の2部構成としています。

「地質編」では，この地域の地質を古い順に各章ごとに
記載し，その分布，地質の構成や特徴を述べた後，その
地層における特性や土木地質的問題点について記載して
います。「地盤編」は，平野部を構成する第四紀の地質
を対象としており，いわゆる未固結地盤を構成する「土
質」の特性・特徴や，代表的な土木構造物の基礎地盤に
ついて記載し，また，最近の地盤災害に触れるとともに，
土質地盤を対象とした設計・施工時に留意すべき問題点
についてもまとめています。
なお，本文作成にあたり，引用した図・表等について

は，各章の最後に参考文献としてまとめていますので，
内容を詳しく調べたい場合には，それらをご参照下さい。
引用した図・表等は，なるべく鮮明なものを採用するよ
う心懸けましたが，やむを得ず不鮮明なものもあること
をご了承下さい。文中で使用した専門用語の一部につい
ては，本文最後に説明をしています。
本文作成にあたり，執筆を担当していただいた協会員
各社の技術者各位には，多忙な時期のなか短い期間で丁
寧に作業をしていただき，大変感謝いたします。また，
各編のとりまとめと監修にご協力いただいた豊蔵 勇氏，
坪田邦治氏には深く感謝するものです。

この特別企画を作成するに当たり多くの出版物等の資
料を引用や参考にさせていただきました。引用等に当た
り快くご承諾をいただいた関係出版社・関係機関・学協
会等に深謝申し上げます。最後に，本特別企画が皆さま
に永くお役に立つことを願ってやみません。

 2011年3月
 中部地質調査業協会　理事長　　伊藤重和
 特別企画ワーキング事務局
  相山外代司，長谷川淳，小川博之
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地質 構成岩石 年代（Ma）
飛騨片麻岩 角閃岩を主とする塩基性片麻岩 ,

石灰質片麻岩・結晶質石灰岩 ,
泥質 ~砂質片麻岩

<350,
180~275

古期花崗岩 優白質花崗岩 1199
船津花崗岩 花崗岩 ,花崗閃緑岩 ,

トーナル岩
290
220

地質 構成岩石 年代（Ma）

古生界 泥岩 ,砂岩 ,凝灰岩 ,石灰岩 ｵﾙﾄﾞﾋﾞｽ紀 ~ ﾍﾟﾙﾑ
紀（450~270）

結晶片岩類 泥質 ~砂質片岩 ,塩基性片岩 300<
超塩基性 ~

塩基性岩類
蛇紋岩化したかんらん岩 ,

輝石はんれい岩 676
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地質 構成岩石
領家変成岩 ・黒雲母片岩・黒雲母片麻岩・珪質片岩

・珪質片麻岩・角閃岩・結晶質石灰岩
領家花崗岩 ・花崗岩・閃緑岩・トーナル岩
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構造帯 花崗岩名 分布 岩相 年代 (Ma) 地質関係

飛騨帯 白川花崗岩

御母衣ダムの周辺から北
方の庄川流域に分布

主に，淡紅色で等粒状の黒
雲母花崗岩からなり，角閃
石黒雲母花崗岩・アプライ
ト質花崗岩をともなう

・55～ 60

・63

・約 66

濃飛流紋岩に接触
変成作用を与えて
いる

美濃帯

苗木花崗岩
(苗木・上松
花崗岩 )

主として中津川市周辺に
分布するとともに，瀬戸
市やその周辺で伊奈川花
崗岩中に小規模な岩株か
ら岩脈としても分布

優白質な黒雲母花崗岩で，
一般に中～細粒であるが，
粗粒・斑状のものもあり，
アプライト脈や脈状ないし
晶洞状ペグマタイトも多い

・64～ 72

・72～ 77

濃飛流紋岩を貫く

土岐花崗岩

土岐市周辺に東西
12km・南北約 14km の
ほぼ円形の岩体として分
布

細～粗粒の黒雲母花崗岩で
ときに斑状で角閃石を含み，
花崗閃緑岩になることもあ
り，晶洞状ペグマタイトも
多い <放射性元素を多く含
む >

・約 72 美濃帯の中・古生
界を貫く

鈴鹿花崗岩

三重－滋賀県境の鈴鹿山
脈の脊梁部に分布

大部分が粗粒の黒雲母花崗
岩～花崗閃緑岩で，一部で
アプライト質花崗岩・ペグ
マタイトをともなう

・約 58,65

・約 69

・約 70

・78～ 88

美濃帯の中・古生
界や新期領家花崗
岩類を貫く
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地域 地質構造

愛知県
地域

三波川結晶片岩は ,ほぼ垂直な軸面をもつ緩やかな褶曲
構造をなす
御荷鉾緑色岩類が三波川結晶片岩の上に整合にかさなる
地層は北東 ~東北東 -南西 ~西南西に延びるが ,この方
向の断層が多いため走向・傾斜はかなり複雑

三重県
地域

伊勢湾 -

鳥羽地域
北側に三波川結晶片岩が東西方向に分布
南側に最大約 2kmの幅で御荷鉾緑色岩類が分布

宮川流域 -

国見山地域

御荷鉾緑色岩類はほとんど分布しない
三波川結晶片岩が低角度の衝上断層でわずかにある御荷
鉾緑色岩類や南側の秩父帯に衝上し紀伊ナップを形成
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地域 地質構成 地質構造

愛知

県

地域

豊橋市東方
地域

主にチャート・泥岩・砂岩で石
灰岩・緑色岩を伴う

走向は東北東 -西南西で北又は
南に傾斜

渥美半島
地域

主にチャートで石灰岩・粘板岩・
緑色岩を伴う

走向は東西で一部で背斜構造
となる

志摩

半島

地域

五ヶ所 - 安楽島構造
線から北側の地域

北帯 砂岩・泥岩・緑色岩・チャート
で石灰岩を伴う

南、あるいは北傾斜の同斜構
造をなす

中帯 砂岩・泥岩・チャートで緑色岩
と石灰岩を伴う 背斜、向斜構造をなす

五ヶ所 - 安楽島構造
線から南側の地域 中帯

先白亜系 :主にオリストストロー
ム

走向は北東 -南東で直立又は急
傾斜

下部白亜系 : 主に砂岩・泥岩で
石灰岩・礫岩を伴う 向斜構造となるところもある

南帯
（鳥羽市から南勢町）

厚い砂岩とチャートおよび泥岩
からなり鳥巣式石灰岩を含む 中帯とは断層で接する

度会町・南島町 -
大台ヶ原山地域

北帯
度会町 - 大宮町では主に緑色岩・
チャートからなり砂岩・泥岩・
石灰岩をともなう

北傾斜の同斜構造

中帯
度会町 - 大宮町だけに分布し、
砂岩・泥岩・チャート・緑色岩
からなる

南帯に衝上する

南帯 厚い砂岩とチャートで、泥岩・
緑色岩・石灰岩をわずかに伴う

全体が一つのナップで仏像構
造線で四万十帯に衝上する
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番号 ダム名 河川名 形式 目的 堤高
（m） 竣工年 事業者 地質 土木地質的特徴

1 下小鳥1⎠2⎠ 小鳥川 R P 119 1972 関西電力 飛騨片麻岩
・亀裂性岩盤の分布
・厚い風化層が分布

2 徳　山３⎠ 揖斐川 R F,N,P 161 2008 水資源機構 美濃帯堆積岩 ・美濃帯に分布する亀裂性岩盤

3 横 　山１⎠ 揖斐川 G F,N,W,P 80.8 1964 中部地方
建設局 美濃帯堆積岩 ・美濃帯に分布する亀裂性岩盤

4 丸　山４⎠ 木曽川 G F,P 98.2 1955
中部地方
整備局 ,
関西電力

美濃帯堆積岩 ・美濃帯に分布する亀裂性岩盤

5 御母衣1⎠5⎠ 大白川 R P 131 1961 電源開発
濃飛流紋岩
白川花崗岩

・断層破砕帯の分布

6 岩　屋１⎠ 馬瀬川 R F,A,W,
I,P 127.5 1977 水資源開発

公団 石英斑岩
・熱水変質帯の分布
・節理の発達

7 川　浦6⎠7⎠ 板取川 A P 107.5 1995 中部電力
美濃帯堆積岩
奥美濃酸性岩

・弱層の分布

8 上大須6⎠7⎠ 根尾川 R P 98 1995 中部電力
美濃帯堆積岩
奥美濃酸性岩

・弱層の分布

9 阿多岐１⎠ 牛道川 G F,N 70 1987 岐阜県 濃飛流紋岩 ・節理の発達

10 阿木川８⎠ 阿木川 R F,N,W,
I,P 101.5 1990 水資源開発

公団 濃飛流紋岩 ・節理の発達

11 小里川９⎠ 小里川 G F,N,P 114 2003 中部地方
整備局 領家花崗岩

・断層の分布
・熱水変質帯の分布

12 矢　作１⎠ 矢作川 A F,N,A,
W,I,P 100 1970 中部地方

建設局 領家花崗岩
・弱層の発達
・熱水変質帯の分布

13 新豊根10⎠ 大入川 A F,P 116.5 1972 中部地方
整備局

領家花崗岩
輝緑岩

・風化帯の分布

14 青蓮寺11⎠ 名張川 A F,A,W,P 82 1969 水資源開発
公団

領家
花崗片麻岩

・断層の分布
・風化帯の分布

15 比奈知12⎠ 名張川 G F,N,W,P 70.5 1998 近畿地方
建設局

領家花崗岩
領家変成岩

・断層の分布
・タマネギ状風化の発達

16 君ヶ野13⎠ 八手俣川 G F,N,W,
I, 73 1971 三重県

領家花崗岩
領家変成岩

・風化帯の分布

17 蓮14⎠ 蓮川 G F,N,P 78 1991 中部地方
整備局

三波川
結晶片岩

・弱層の発達
・周辺の地すべり地形の分布

18 宮川15⎠ 宮川 G F,N,A,P 88.5 1955 三重県 輝緑岩 ・風化帯の分布
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地形区分 主な分布域 構成土質 問題事項

沖
積
低
地

扇状地 江南市，養老町等 粗大な分級不良の
厚い砂礫層

流路不安定，
被圧地下水，洗掘

自然堤防 稲沢市，一宮市 砂質土 地震時液状化の可
能性

後背湿地 大垣市など木曽三
川中流域

軟弱な粘土，シル
ト，細砂，ピート 軟弱地盤 ,洪水滞水

三角州
名古屋市南西部，
津島市など木曽三
川下流域

軟弱な細砂，粘土
層の厚い堆積

深い軟弱地盤，
表層砂質土の地震
時液状化

小おぼれ谷 -
極軟弱なピート，
粘土，シルト 極軟弱地盤

潟湖跡 （油ヶ淵） 軟弱なピート，シ
ルト，粘土 極軟弱地盤

海岸砂州 - 砂，砂礫 地下水位の高い箇
所は地震時液状化

海岸砂丘 - 均等粒径の砂 地形不安定

区　間 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
処理工 サンドドレーン（ＳＤ） 無処理

打設ピッチ 2.4m 2.4m 1.6m -
打 設 長 8m 20m 8m -
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